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トレンドスポーツの可能性と影響 

マレーシアは、これまでオリンピックで金
メダルを獲得したことがなく、伝統的にスポ
ーツの国として認識されていませんでした。
しかし、近年マレーシア国内ではスポーツへ
の関心が急速に高まってきています。健康に
対する意識の向上も一役買っていることが理
由として挙げられますが、スポーツを趣味や
社会的交流とも捉えているのです。高温多湿
な気候のため、エアコンの効いたショッピン
グモールやカフェテリアで時間を過ごす人が
大半でしたが、さまざまなスポーツを通じて
レジャー活動の選択肢が増え、友人や家族と
の交流を楽しむ機会となっています。

多くの国ですでに人気のあるピックルボー
ルは、マレーシアでは最近になって注目され
てきており、非常に関心の高いスポーツとな
っています。ピックルボールとは、卓球やテ
ニスなどを基に考えられた競技で、テニスの
ようなコートを使用しルールもテニスに則っ
ています。パドルというラケットを手に取
り、都市部や郊外にあるコートに行き、打ち
込む人が増えています。ピックルボールの急
速な人気の高まりは、用具やスポーツウェア
の販売増に繋がり、コートの新設にも繋がっ
ています。このトレンドは、拡大する市場を
利用しようとする投資家にとっては有利なビ
ジネスチャンスとなります。コートや用具レ
ンタル、会員制、コーチングレッスン、トー
ナメントを通じて有望な収入源が確保されて
おり、さらにイベント、リーグ、用具、アパ
レル、人気選手の関連商品などのグッズにも
収益機会が広がる可能性があると見込まれて

います。
 

2024年のパリ・オリンピックの雰囲気をもた
らす、かわいらしい紫のピックルボールコート
（出所：https://www.courtsite.my/centre/
KL%20City%20Pickleball/clxk1e58g0uxp0

7boy7o21zf7?noInit=true）

マレーシアのラケットスポーツ好きは、バ
ドミントンから始まりました。マレーシア人
バドミントン選手、リー・チョンウェイなど
による国際舞台での活躍が、国民に民族の誇
りを植え付けたため、このスポーツは長い間
人気があり、国技と見なされてきました。公
園やスポーツセンター、さらには自宅の敷地
内でも、あらゆる年齢の人々がバドミントン
をしているのをよく見かけます。多くの集合
住宅では、設備の一部としてバドミントンコ
ートを提供しています。バドミントンは娯楽
だけでなく、家族や友人との絆を深めるのに
最適なスポーツでもあります。バドミントン
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クランバレーに数多くあるゴルフ練習場のひとつ

多くの人にとって、これらのアクティビテ
ィは自分のライフスタイルやファッションセ
ンスをソーシャルメディア上でアピールする
手段となっています。スタイリッシュな衣装
や絵のように美しい場所は、オンラインサー
ビスで共有するのには最適で、スポーツ関連
事業やブランドを広告する助けにもなりま
す。こうしたアクティビティが人々を結びつ
け、活動的であり続けるよう促すことができ
るのは素晴らしいことだと思います。

は、コート、コーチングサービス、用具に対
する安定した需要があり、より確立された市
場なのです。
テニスは、用具、コーチングサービス、コ
ートレンタル料が高いため、マレーシアでは
それほど主流ではないですが、情熱的なコミ
ュニティが形成されています。一方、スカッ
シュはマレーシアではニッチなスポーツにと
どまっていますが、ニコル・デーヴィッドの
ような世界トップクラスの選手を輩出してい
ます。ラケットスポーツへの関心が総合的に
高まっている現在、マレーシアでもスカッシ
ュへの関心が復活するかもしれません。結局
のところ、マレーシアには、スカッシュコー
トを常設した多くのスポーツクラブや住宅ク
ラブハウス、コンドミニアムがあり、せっか
くのスカッシュコートをフル活用しないのは
もったいないとも思います。

 

　

まだ新しいめったに使われないスカッシュコート

最近、若者の間では、ゴルフも静かなブー
ムになっています。手頃の価格で、ゴルフ練
習場や室内シミュレーター等の施設が利用可
能となり、これらの施設はコーチングを提供
しています。これにより、ゴルフがより身近
になり、幅広い層にとって魅力的なものとな
っています。
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